
本企画は①日経産業新聞のスペース広告掲載②日本経済新聞電子版内
｀
経営喝!力、サイト内のビジネス動画プラットホームの掲載 (2年以上)③ЫT動画の制作の3つから構成されています。

日経産業新聞「ビジネス動画」

あなたの仕事に役立つ先端製品・先進サービスのご紹介です。SVP動画※ならではのわかりやすさを、ぜひ確かめてください。※SVP動画とはスーパービジュアルプレゼンテーション動画の略称です。

日経産業 ビジネス動画 検 索
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NETWORKS
アルバネットワークス

(先端の統合翻皿ソリュ…ション)

GXS
(企業間データ連携の統合サービスプロバイタ)

ビジネスコーチ
(寅の経営者を創るエグゼクティプコーテング)

株 求 a祉 ジ ェ■ フアー ツ フト

ジェニファーソフト
(リアザレタイムAPM」 ENNIFER)

」FEエンジエアリング
(地中熱利用システム ジオトピア)

ク電子
/機器ノンステム製品)

③ JFE

Vo日 .1

かねて予定されていたユーラシア経済連合

条約に署名した。同条約は2015年 1月 1日

に発効する予定で、 3カ国では条約の発効
に伴い、資本や労働力の移動自由化や域内

のモノ・ サービス市場の統合プロセスが始

まる見通しだ。 (WWW.jetro.go.jp/biZnew
s/538bel18a7f80)

w―.bushesswiretcom/
▼米ロウズホテル&リ ゾート、グレーブズ 。

ホスピタリティー・コーポレーションから

「グレーブズ601ホテル」を買収すること

で合意 (WWW。 10ewshotels,com)

▼省エネルギー支援の米アメレスコ、カナダ

のスカーバラ病院の設備を更新し、エネル

ギーコス トを 610万円レ削減 (WWW.ameres
CO.COm)

▼バイオ製薬のア ドゥロバイオテック、前立

腺がんの新免疫療法で米製薬ヤンセンバイ

オテック社とライセンス契約を結んだと発

表 (WWW.aduroblotechocom)

▼アジアでのカリフォルニア産ワインの販売

促進サービスを提供するカリフォルニアワ

イン協会が発足 (WWW.CWaasia.com)

▼非鉄大手の米アルコア、約 1億円レ(約 102
億円)規模の投資をして、米インディアナ
州で航空機エンジン部品製造施設の建設に

着 手  (WWW.alCOaocom)

▼米住宅メーカーのKBホーム、フロリダ州
のジャクソンビルにショールームを開設

(WWW.kbhOmeocom)
▼フィリップス、低価格の屋内用発光ダイオ

ー ド (LED)電 球「 B R30」 を 7月から
インターネット販売 (WWW.philips.com)

▼米シースパイア、無線でモバイル端末に災

害の警報を伝えるシステムを提供 (WWW.C
spire.com)

▼米フォー ド。モーター、台北国際コンピュ

ータ見本市で運転支援などの最新技術を搭

載 したスポーツ車「マスタング」を展示 (W
ww.ford.com)

③教育の向上とスキルの開発
中配
す
る

黙権
の
経

〕実
施
は

」デ
ィ
氏

四代

に
大

、
い
た
と

川
の
首
相

Ｔ
で
き
る

言
わ
れ
る
が
、
そ
の
原
因
は

工
業
用
地
、
道
路
、
電
気
供

給
な
ど

の
イ

ン
フ
ラ
間
題

で
、
こ
れ
が
解
消
さ
れ
れ
ば

進
出
候
補
先
と
し
て
の
イ
ン

ド
は
大
き
く

変
わ
る
。
日

本
企
業
の
海

外
進
出
は
製

を
余
儀
な
く
さ
れ
た
例
も
あ

る
。
こ
の
点
で
州
の
現
場
で

問
題
を
解
決
し
て
き
た
モ
デ

ィ
氏
に
は
大
き
な
期
待
が
寄

せ
ら
れ
る
。

一
方
で
、
複
雑
な
間
接
税

や
税
務
問
題
、
ホ
ン
グ
や
ト

ヨ
タ
自
動
車
な
ど
の
代
表
的

日
本
企
業
や
イ
ン
ド
先
駆
者

の
ス
ズ
キ
も
悩
ま
す
労
働
争

議
や
労
働
規
制
、
ま
た
、
日

本
人
に
と

っ
て
は
厳
し
い
生

活
環
境
な
ど
す
ぐ
に
は
状
況

が
変
わ
ら
な
い
課
題
は
イ
ン

ド
人
を
登
用
す
る
こ
と
で
解

決
で
き
る
こ
と
が
多
い
。

イ
ン
ド
国
内

マ
ー
ケ

ッ
ト

で
は
、
イ
ン
ド
仕
様
の
製
品

企
画
や
流
通
ル
ー
ト
開
拓
な

ど
で
イ
ン
ド
人
が
活
躍
す
る

範
囲
は
広
い
し
、
そ
の
先
に

は
中
近
東
や
ア
フ
リ
カ
の
市

場
も
あ
る
。
地
理
的
に
イ
ン

ド
は
こ
れ
ら
の
国
と
近
く
、

輸
出
に
は
有
利
だ
が
、
こ
の

地
域
で
根
を
張
る
イ
ン
ド
人

ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
に
ア
ク
セ
ス

で
き
る
こ
と
が
よ
り
大
き
な

メ
リ

ッ
ト
と
な
る
。

世
界
企
業
で
も
シ
テ
ィ
グ

ル
ー
プ
の
パ
ン
デ
ィ
ツ
ト
元

最
高
経
営
責
任
者
（Ｃ
Ｅ
Ｏ
）

や
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
の
ナ
デ

ラ
Ｃ
Ｅ
Ｏ
な
ど
イ
ン
ド
出
身

の
経
営
者
の
力
量
は
万
人
が

認
め
る
と
こ
ろ
。
た
だ
、
イ

ン
ド
人
に
経
営
を
任
せ
る
こ

と
と
日
本
式
経
営
を
あ
き
ら

め
る
こ
と
は
違
う
。
イ
ン
ド

人
ト

ッ
プ
が
日
本
式
経
営
を

行
う
と
い
う
こ
と
が
も

っ
と

考
え
ら
れ
て
良
い
。

(注)現地報道などよ り

２
５
０
０
億
兇
を

一年
１０
月
の
稼
働
を

‐５
年
中
に
ジ
ャ
カ

一で
２
施
設
目
と
な

一開
業
す
る
。

ラ

・
デ
ベ
ロ
ッ
プ

一‐３
年
１２
月
期
決
算

一が
前
年
比
６６
％
増

）７
億
せ
と
好
調
。

〔期
の
目
標
は
１
兆

」だ
が
、
物
件
の
販

一激
化
し
て
い
る
な

一で
、
伸
び
率
は
２３

一す
る
見
通
し
。
眼

一運
営
や
総
合
病
院

一ど
に
よ

っ
て
、
主

今施
設
や
住
宅
に
関

‐動
産
開
発
に
依
存

）体
質
を
改
め
る
。

，ネ
シ
ア
の
富
裕
層

は
従
来
、
重
病
の
診
療
や
眼

科

。
歯
科
な
ど
の
専
門
医
療

を
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
や
マ
レ
ー

シ
ア
の
病
院
で
受
け
る
ケ
ー

ス
が
多
か

っ
た
。
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
の
不
動
産
各
社
は
自
国

肉
の
病
院
で
治
療
を
受
け
た

い
と
い
う
需
要
も
掘
り
起
こ

せ
る
と
み
て
お
り
、
先
行
す

る
リ

ッ
ポ
ー

・
グ
ル
ー
プ
は

‐７
年
の
病
院
数
を
現
在
の
２

・
５
倍
に
な
る
４０
胞
設
に
増

や
す
計
画
を
掲
げ
て
い
る
。

テ
イ

ン
ド
ネ

シ
ア
で
は
今

後
、
医
師
不
足
の
解
消
や
医

療
技
術

・
機
器
の
普
及
が
課

題
と
な
る
。
日
本
の
病
院
や

医
薬
品

。
医
療
機
器
メ
ー
カ

ー

の
商
機

も
広

が
り
そ
う

だ
。

経
済
の
減
速
懸
念
な
ど
を
理

由
に
３
月
の
従
来
予
想
か
ら

７
億

，レ
ド
下
方
修
正
し
た
。

合
計
の
売
上
高
は
前
年
比

５
％
増
の
７
４
６
０
億

，レ
ド
を

見
込
む
。
利
用
客
数
は
３８
億

人
と
６
％
増
え
、
貨
物
量
も

３
％
伸
び
る
見
通
し
。

地
域
別
の
純
利
益
は
搭
乗

率
が
上
向
い
て
い
る
北
米
の

９２
億

，レ
ド
が
最
大
。
ア
ジ
ア
太

平
洋
の
３２
億

，レ
ド
、
欧
州
の
２８

億

，レ
ド
が
続
く
。
ア
ジ
ア
太
平

洋
の
旅
客
需
要
は
７
％
強
膨

ら
む
見
込
み
。
Ｉ
Ａ
Ｔ
Ａ
の

ト
ニ
ー

・
タ
イ
ラ
ー
事
務
局

長
は

「
我
々
は
燃
料
が
ｌ
Ｅ

＝
１
２
０

，レ
ド
を
超
え
る
中
で

も
利
益
率
を
高
め
よ
う
と
し

て
い
る
」
と
強
調
し
た
。

こ
と
を
想
定
し
た
密
閉
式
の
実

助
帥

ギ
リ

類
、
ニ
ン
ジ
ン
な
ど
野
菜
１５
種

姜
Ｇ

暉
枷
蛉
］
蒔
い
い
期
弾
時
姿
韓
　
勒

勢鰤弾孵眸羅臨時注袖

ロ
シ
ア
に
次
い
で
世
界
で
３
カ

と
は
考
え
に
く
い
が
、
ま
ず
　
　
　
　
な
ど
世
界
的
鉄
鋼
メ
ー
カ
ー

は
イ
ン
フ
ラ
整
備
と
製
造
業
　
　
　
　
や
自
国
の
ト
ッ
プ
企
業
夕
夕

重
郷
本
配
郎
い
雌
鰤
げ
い
と

両
口
Ｈ

部
硼
醇
厳
腱
嘘
騨
捌
ル
膝
動

造
業
が
先
兵
と
な

っ
て
進
む

の
が
定
石
だ
が
、
も
と
も
と

第
２
次
産
業
比
率
が
低
い
イ

ン
ド
が
製
造
業
強
化
に
本
気

に
な
れ
ば
日
本
企
業
に
は
有

利
。
モ
デ
ィ
氏
が
親
日
家
で

あ
る
こ
と
も
プ
ラ
ス
だ
。

イ
ン
ド
進
出
に
お
い
て
は

州
政
府
と
の
折
衝
も
大
き
な

課
題
だ
。
ポ
ス
コ
や
ミ
タ
ル

世
界
の
航
空
会
社
純
利
益

‐８３
億
円
に
下
方
修
正

【
ド
ー

ハ
＝
久
門
武
史
】

国
際
航
空
運
送
協
会

（Ｉ
Ａ

Ｔ
Ａ
）
は
２
日
、
カ
タ
ー
ル

の
ド
ー
ハ
で
開
催
中
の
年
次

総
会
で
、
２
０
１
４
年
の
世

界
の
航
空
会
社
の
純
利
益
が

合
計
１
８
０
億

，レ
ド

（約
１
８

３
５
億
円
）
に
な
る
と
の
見

通
し
を
発
表
し
た
。
前
年
比

７
割
増
を
見
込
む
が
、
中
国

進出狙う日本勢も注国
目
だ
と
い
う
。

「
２
０
４
０
～
５０
年
ご
ろ
、

中
国
は
有
人
の
月
面
基
地
を
建

設
し
て
い
る
は
ず
。
我
々
の
技

術
も
応
用
で
き
る
」
。
責
任
者

を
務
め
る
航
空
航
天
大
の
教
授

は
こ
う
語

っ
た
。
こ
の
大
学
は

戦
闘
機
や
ミ
サ
イ
ル
の
技
術
を

研
究
す
る
な
ど
政
府
と
密
接
な

関
係
に
あ
り
、
月
宮
１
号
を
め

ぐ

っ
て
も
、
そ
の
意
向
が
働
い

て
い
る
は
ず
だ
。

中
国
は
１３
年
１２
月
、
探
査
機

「
館
蛾

（じ
ょ
う
が
）
３
号
」

の
月
面

へ
の
軟
者
陸

に
成
功

し
、
２０
年
以
降
に
は
宇
宙
飛
行

士
を
送
り
込
む
構
想
も
持

つ
。

‐４
年
に
は
探
査
機
打
ち
上
げ
な

ど
の
派
手
な
予
定
は
な
い
も
の

の
、
月
宮
１
号
は
宇
宙

へ
の
野

心
を
改
め
て
感
じ
さ
せ
た
。

月
の
上
壌
は
核
融
合
発
電
の

燃
料
と
な
る

「
ヘ
リ
ウ
ム
３
」

な
ど
の
資
源
が
豊
富
と
さ
れ
、

将
来
の
国
際
開
発
競
争
は
絵
空

事
で
は
な
い
。
中
国
が
月
面
で

の
長
期
滞
在
に
向
け
て

一
歩
進

ん
だ
事
実
は
、
日
本
の
宇
宙
関

係
者
も
頭
に
入
れ
て
お
い
た
方

が
い
い
。
（北
京
＝
山
田
周
平
）

IATA
今年見通 し

■ ■近年、日系企業が数多く進出
するタイから、賃金の安い周辺
国ヘサプライチェーンの一部を

移動させる「タイ・フ
°
ラスワン」

と呼ばれる動き力Wムがっていま
す。

自動車関連部品製造のA社では工
場操業当初、わずか 1カ月で労働者
の半数が退職する事態にな りまし

た。その理由は「 1日 中、立ち仕事
をしていたため足が痛い」など日本

では考えられないものでした。

A社は高い離職率の原因は、工場
で働くことの具体的なイメージが理

解されていないためだと考えまし

た。そこで採用時に十分な説明がで

きるよう、募集広告の代わりに、採

用担当者が各地の農村を訪れて会社

説明会を開くことにしました。

会社説明会では、日本での採用時

には特に説明しない、日本では常識

とされる事項なども含め、 1日かけ
て労働規則などを説明しています。

例えば、勤務時間中の休憩は決めら

れた日寺間に取るといったことから理

解を得る内容です。こうした説明会

では工場での作業を実際に体験して

もらい、入社前の印象と入社後の現

実の乖離 (かいり)を抑える工夫も
加えました。こうした取り組みを通

じ、A社は採用直後の離職率を大幅
に低下させることに成功しました。

ただし、カンボジアでは手間をか

けて労働者を採用しても、仕事に慣

れたころに転職するリスクが高いの

が現実です。長期的な人材定着には

採用前の説明 重要
日本総合研究所 総合研究部門 研究員 田 中 1告史 氏

タイおよび周辺3カ国における
ワーカー(一般工職)の年間賃金
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(出所)日本貿易振興機構「第24回アジア・オセア
ニア主要都市・地域の投資関連コスト比較」
(2014年 5月 )

全
フ
オ
ス
）

ヤ
ン
ゴ

ン

（ミ
ヤ
ン
マ
ー
）

プ
ノ
ンペ
ン

（カ
ン
ボ
ジ
ア
）

バ
ン
コ
ク

（タ
イ
）

なかでもカンボジアは、同じくタ

イに隣接するラオスやミャンマーと

比べ投資優遇制度や工業団地の整備

が進んでおり、最も多くの日系企業

を集めています。一方で、労働者の

定着に苦労する進出企業は少なくあ

りません。

福利厚生の充実などの取り組みもセ

ットで進めることが重要です。

この企画へのお問い合わせは 日本経済新間社クロスメディア営業局 6部 03-6256-7518(平 日9:30～ 17:30)までWeb動画プレゼンテーシヨン SS企画


